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1

　
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る

福
祉
共
済
事
業
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
消
防
団
員
等
が
死
亡
し
又

は
障
害
を
受
け
た
場
合
等

に
、
そ
の
家
族
の
生
活
を
守

る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
等

の
福
祉
を
増
進
す
る
総
合
的

な
共
済
と
し
て
円
滑
に
推
進

す
る
。

　
⑴
消
防
団
員
の
福
祉
共
済

へ
の
全
員
加
入
の
推
進

　

⑵
弔
慰
金､

遺
族
援
護
金
、

障
害
見
舞
金
、
入
院
見
舞
金

等
の
共
済
金
支
給

　
⑴
消
防
団
員
等
健
康
増
進

事
業

　（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

は
、
令
和
６
年
２
月
19
日

㈪
、
第
２
回
福
祉
共
済
事
業

等
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
委
員
会
は
、
葉
梨
衛

議
長
の
議
事
進
行
で
議
事
が

行
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　（
公
財
）
日
本
消
防
協
会

は
、
約
74
万
人
の
会
員
の
福

祉
厚
生
と
消
防
団
活
動
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

　
令
和
６
年
３
月
８
日
㈮
午

前
10
時
30
分
か
ら
、
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
旧
ヤ
ク
ル

ト
ホ
ー
ル
）
に
て
、
第
76
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
表
彰
式
終
了
後
、
室

﨑
益
輝
神
戸
大
学
名
誉
教
授

の
講
演
「
能
登
半
島
地
震
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
等
の
健
康
増
進

及
び
公
務
災
害
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施
す
る
。

　・
共
済
加
入
者
の
健
康
増

進
事
業
を
行
う
。

　・
季
刊
紙「
い
き
い
き
消
防
」

を
年
４
回
発
行
す
る
。

　・
都
道
府
県
消
防
協
会
が

行
う
健
康
器
具
及
び
体
力
練

成
器
具
の
購
入
、
ス
ポ
ー
ツ

行
事
の
開
催
、
健
康
診
断
、

健
康
維
持
の
た
め
の
研
修

等
、
そ
の
他
健
康
増
進
及
び

事
故
防
止
の
目
的
に
沿
っ
て

行
う
事
業
や
消
防
操
法
大
会

に
助
成
す
る
。

　
⑵
消
防
団
の
大
規
模
災
害

活
動
に
対
す
る
支
援
事
業

　
大
規
模
災
害
の
発
生
に
際

し
、
被
災
地
の
消
防
団
へ
支

援
を
行
う
。

　
⑶
消
防
殉
職
者
慰
霊
事
業

　・
全
国
の
消
防
殉
職
者（
消

防
団
員
・
消
防
職
員
・
消
防

協
力
者
）
の
慰
霊
祭
を
実
施

す
る
。

　・
都
道
府
県
消
防
協
会
が

行
う
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
等

の
実
施
に
対
し
助
成
金
を
交

付
す
る
。

　
⑷
消
防
団
員
加
入
促
進
事

業　
消
防
団
員
等
の
健
康
増
進

及
び
公
務
災
害
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
次
の
事
業
を

実
施
す
る
。

　・
消
防
車
両
を
交
付
す
る
。

　・
消
防
団
活
動
事
例
集『
地

域
防
災
力
の
充
実
強
化
と
消

防
団
』
を
作
成
す
る
。

　・
消
防
団
応
援
の
店
に
つ

い
て
全
国
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
。

消
防
団
員
等
福
祉
共
済
事
業

❶ 
共
済
金
支
給
事
業

❷ 

福
祉
増
進
事
業

●
各
共
済
事
業
の
運
営

　
⑴
消
防
団
員
等
福
祉
共
済

事
業

　
⑵
婦
人
消
防
隊
員
等
福
祉

共
済
事
業

　
⑶
防
火
防
災
訓
練
災
害
補

償
等
共
済
事
業

　
⑷
消
防
個
人
年
金
事
業

　
⑸
生
活
協
同
組
合
全
日
本

消
防
人
共
済
会
火
災
共
済
事

業

防
災
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
各
種
の
共
済
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
共
済
事
業
は
、
会
員

各
位
及
び
全
国
市
町
村
並
び

に
都
道
府
県
消
防
協
会
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
年
々
充
実
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
車
両
の
交
付
は
、
本
共
済

事
業
の
一
環
と
し
て
共
済
事

業
の
振
興
に
功
績
が
大
き
い

消
防
団
等
に
対
し
て
行
っ
て

お
り
、
地
域
の
防
災
体
制
の

強
化
に
寄
与
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
付
車
両
の
う
ち

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
に
つ
い
て

は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
宝

く
じ
協
会
の
補
助
を
受
け
交

付
し
て
お
り
ま
す
。

・（
公
財
）
日
本
消
防
協
会
　

総
務
部
／
福
祉
部
／
年
金
共

済
部

令和６年度

共済事業交付車両
について

・特別表彰「まとい」 10 団
・特別功労章 10 名
・優良消防団（表彰旗） 35 団
・優良消防団（竿頭綬） 90 団
・功績章 893 名
・精績章 2,146 名
・勤続章 9,659 名
・優良婦人消防隊（表彰旗） 6 隊
・優良婦人消防隊員（功績章） 7 名
・永年勤続職員表彰 9 名

・（
生
協
）
全
日
本
消
防
人
共

済
会

　
朱
色
塗
装
し
警
光
灯
や
サ

イ
レ
ン
を
備
え
た
緊
急
自
動

車　
令
和
６
年
４
月
頃
に
交
付

車
種
を
決
定
し
た
う
え
で
、

各
都
道
府
県
消
防
協
会
へ
要

望
調
査
の
通
知
を
発
出
し
、

要
望
の
あ
っ
た
中
か
ら
共
済

事
業
に
功
績
が
大
き
い
消
防

団
等
に
対
し
交
付
を
す
る
予

定
で
す
。

 〈
北
海
道
〉

　
１
９
８
７
年
12
月
釧
路
市

出
身
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
の
巨
匠
、
故
「
毛
綱
毅

曠
（
も
づ
な 

き
こ
う
）」
氏

の
設
計
に
よ
り
建
て
ら
れ

た
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

ホ
テ
ル
の
元
祖
と
い
わ
れ
て

お
り
、
２
０
１
５
年
12
月
、

毛
綱
氏
の
設
計
思
想
を
大
切

に
し
つ
つ
も
、
女
性
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
柔
ら
か
な
感
性
を
取

り
入
れ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

お
し
ゃ
れ
な
中
に
も
落
ち
着

き
と
豪
華
さ
が
一
体
と
な
っ

（
２
面
に
続
く
）

に
つ
い
て

❶ 

主
　
旨

❷ 

実
施
団
体
及
び
交
付
車
両

❸ 

車
両
の
仕
様
に
つ
い
て

❹ 

要
望
調
査
等
に
つ
い
て

福
祉
共
済
事
業
等

運
営
委
員
会
を
開
催

令和５年度

第２回
令
和
６
年
度

消
防
団
員
福
祉
共
済
事
業

第76回

日本消防協会
定例表彰式

　

全
国
消
防
団
応
援
の
店
っ
て
？

　

そ
れ
ぞ
れ
お
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
、
ご
家
族
の
ご
協
力
の
も
と

日
ご
ろ
訓
練
を
し
、
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
地
元
市
町
村
の
た
め
に
一
生
懸
命
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

消
防
団
員
さ
ん
。

　
「
お
疲
れ
様
で
す
� 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�
」
と

い
う
お
気
持
ち
か
ら
、
消
防
団
員
さ
ん
の
ご
家
族
も
含
め
て
、
割

引
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
頂
い
て
い
る
の
が
「
消
防
団
応

援
の
店
」
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
お
店
の
あ
る
地
元
市
町
村
の
消
防
団
員
さ
ん
だ
け

で
は
な
く
、
全
国
ど
こ
の
消
防
団
員
さ
ん
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
の
が
「
全
国
消
防
団
応
援
の
店
」。

　
「
全
国
消
防
団
応
援
の
店
」
突
撃
取
材
� 

北
海
道
・
愛
知
県
・

徳
島
県
の
３
道
県
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
�

　

本
年
の
新
春
号
、
春
季
号
、
夏
季
号
の
３
回
に
わ
た
り
、「
食
べ

る
」「
楽
し
む
」「
暮
ら
す
」
な
ど
、
全
国
の
消
防
団
員
さ
ん
を
応

援
す
る
お
店
を
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
ご
紹
介
し
ま
す
� 

今
号
は
第

２
回
目
で
す
。

食 

べ 

る

（参考）令和５年度交付ワンボックス車
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（
１
面
か
ら
続
き
）

た
内
装
の
ホ
テ
ル
で
す
。

　

ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン 

ユ
ー
ヨ
ー
テ
ラ
ス
ク
シ

ロ
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
ラ
ン
チ
を
実
施
中
。
時

間
制
限
を
設
る
店
舗
が
多
い

中
、
こ
ち
ら
で
は
時
間
制
限

な
く
ゆ
っ
く
り
と
和
洋
中
の

お
料
理
を
存
分
に
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
リ
バ
ー
サ

イ
ド
な
の
で
外
の
風
景
も
楽

し
め
、
優
雅
な
ひ
と
時
を
過

ご
せ
ま
す
よ
。
レ
ス
ト
ラ
ン

の
す
ぐ
近
く
に
は
「
世
界
三

大
夕
日
」
を
見
る
こ
と
の
で

き
る
絶
好
の
橋
が
あ
り
、
ラ

 〈
北
海
道
〉

　

北
見
市
の
中
心
部
に
あ
る

「
ス
ナ
ッ
ク
凛
蘭
」
は
最
近

ま
で
女
性
消
防
団
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
マ
マ
が
切
り

盛
り
し
て
い
る
お
店
で
す
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
な

の
で
、
友
人
・
仲
間
と
訪
れ

　
〈
愛
知
県
〉

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
一
宮
�

ご
自
身
も
消
防
団
員
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
地
元
愛
に

溢
れ
る
有
馬
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

日
頃
、
共
に
活
動
す
る
仲

間
や
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

　
〈
徳
島
県
〉

　

自
身
も
消
防
団
員
と
し
て

活
動
す
る
代
表
取
締
役
の
左

東
さ
ん
。
活
動
を
通
じ
て
人

の
た
め
に
な
る
こ
と
に
惹
か

れ
、
同
じ
よ
う
に
消
防
団

ン
チ
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
そ

し
て
釧
路
市
内
を
散
策
し

「
絶
景
の
夕
日
」
を
見
て
、

市
内
の
飲
食
店
（
消
防
団
応

暮 
ら 

す

暮 

ら 

す

楽 

し 

む

る
も
よ
し
、
お
一
人
様
や
ス

ナ
ッ
ク
初
心
者
も
マ
マ
の
癒

し
の
笑
顔
で
す
ん
な
り
と
お

店
に
な
じ
め
ま
す
。「
地
元

の
消
防
団
に
も
女
性
団
員
を

…
…
」
と
考
え
て
い
る
方
は

参
考
に
な
る
お
話
が
聞
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
店
内

は
25
名
程
度
収
容
可
、
研
修

旅
行
等
で
の
ご
利
用
プ
ラ
ン

も
お
す
す
め
で
す
。

 

【
店
舗
名
】
ス
ナ
ッ
ク
凛
蘭

　

令
和
５
年
10
月
３
日
㈫
、

ヤ
ラ
カ
ス
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
徳
島
市
）
に
お
い
て
殉
職

　

鹿
児
島
県
垂
水
市
消
防
団

で
は
、
新
入
団
員
に
対
し
て

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

　

令
和
５
年
１
月
20
日
㈮

に
（
公
財
）
日
本
消
防
協

会
よ
り
福
祉
増
進
事
業
の

一
環
と
し
て
「
消
防
団
防

災
学
習
・
災
害
活
動
車
Ⅱ
」

の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
交
付
を
受
け
た
車
両

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に

は
消
防
団
指
揮
本
部
の
指

揮
車
と
し
て
活
用
す
る
ほ

か
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な

ど
幼
稚
園
と
の
合
同
で
防

火
防
災
の
広
報
等
に
も
幅

広
く
活
用
し
、
地
域
住
民

　

令
和
５
年
１
月
23
日
㈪

に
、（
公
財
）
日
本
消
防
協

会
か
ら
「
消
防
団
防
災
学
習
・

災
害
活
動
車
Ⅱ
」
の
交
付
を

受
け
ま
し
た
。

　

見
附
市
は
、
自
律
の
道
を

歩
み
、「
住
み
た
い
・
帰
り

た
い
・
や
さ
し
い
絆
の
ま
ち
・

み
つ
け
」
と
い
う
基
本
概
念

　

令
和
６
年
２
月
６
日

㈫
、（
公
財
）
日
本
消
防
協

会
か
ら
「
消
防
団
防
災
学

習
車
・
災
害
活
動
車
Ⅱ
」、

併
せ
て
防
災
学
習
資
機
材

の
交
付
を
受
け
、
消
防
団

本
部
に
配
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
８

日
㈭
に
は
、
消
防
団
本
部

役
員
、
各
方
面
団
長
に
お

披
露
目
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
付
さ
れ
た
車
両
、
防

災
資
機
材
に
つ
い
て
は
、

災
害
活
動
時
の
人
員
や
資

機
材
の
搬
送
、
各
地
域
で

の
防
災
、
消
防
訓
練
な
ど
、

様
々
な
消
防
団
活
動
に
活

　

前
号
（
２
０
２
４
年
新

春
号
）
１
面
に
掲
載
し
た

「
全
国
消
防
団
応
援
の
店

に
い
っ
て
き
ま
し
た
�　

暮
ら
す
〈
北
海
道
〉
株
式

会
社
ユ
タ
カ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
の
記
事
に
お
い

て
、
電
話
番
号
等
の
記
載

に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
正
し
く
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

関
係
の
み
な
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
、
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

　
（
公
財
）
消
防
育
英
会
で

は
奨
学
金
の
給
付
に
つ
い

て
、
毎
年
新
規
ま
た
は
継
続

に
か
か
わ
ら
ず
願
書
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
願
書
等
の
提
出

期
限
は
令
和
６
年
５
月
７

日
㈫
で
す
の
で
、
締
め
切
り

ま
で
に
確
実
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

提
出
願
書
に
つ
い
て
は
、

消
防
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
奨
学
金
・
入
学
一
時
金

に
つ
い
て
」
➡
「
奨
学
生
申

請
提
出
書
類
一
覧
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
り
ら
ん
）

 

【
業　
態
】
飲
食
店

 

【
所
在
地
】
北
海
道
北
見
市

北
４
条
西
３
丁
目
16
番
１　

ア
ッ
プ
ル
ビ
ル
１
Ｆ

 

【
連
絡
先
】
０
１
５
７—

３

１—

４
６
２
０

 

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】
飲
み
放

題 

５
０
０
円
引
き
、
ボ
ト

ル
１
、０
０
０
円
引
き
（
他

割
引
券
併
用
不
可
・
団
員

カ
ー
ド
掲
示
者
の
み
）

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
明
朗
会

計
、
初
め
て
利
用
す
る
人
も

安
心
し
て
入
り
や
す
く
、
１

名
で
も
飲
み
放
題
で
き
ま
す

の
で
、
全
国
の
団
員
の
皆
さ

ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

消
防
団
員
・
職
員
並
び
に
殉

難
消
防
協
力
者
の
慰
霊
祭
を

実
施
し
ま
し
た
。
慰
霊
祭
は

が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
地
域
の
消
防
力
・

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
資
機
材
に

つ
き
ま
し
て
も
、
訓
練
用

消
火
器
の
増
加
に
よ
り
福

祉
施
設
や
小
・
中
学
校
で

の
消
防
訓
練
が
実
施
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
各
地
区

住
民
を
対
象
に
し
た
消
防

訓
練
で
使
用
す
る
な
ど
啓

発
活
動
に
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
過
去
の
度
重
な
る
水
害

や
震
災
等
を
契
機
に
「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
地
域
に
密
着
し
た
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

用
し
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

い
よ
う
再
発
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
誤
）

 

【
本
社
連
絡
先
】
０
１
５

４
―
３
２
3

3

―
４
４
６
６

3

3

3

3

㈹

 

【
営
業
部
連
絡
先
】
０
１

５
４
―
３
６3
―
３
９
４
９

　

創3

立
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年
目

　
（
正
）

 

【
本
社
連
絡
先
】
０
１
５

４
―
２
３
3

3

―
２
２
５
５

3

3

3

3

㈹

 

【
営
業
部
連
絡
先
】
０
１

５
４
―
３
９3
―
３
９
４
９

　

設3

立
31
年
目

※（
公
財
）消
防
育
英
会
の
奨

学
金
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ

Ｋ
Ａ
の
競
輪
公
益
資
金
に
よ

る
補
助
金
及
び
基
金
の
運
用

益
か
ら
給
付
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
等
誤
掲
載
の
お
詫
び

新
潟
県
見
附
市
消
防
団

徳
島
県
消
防
協
会

消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
し
た

鹿
児
島
県
垂
水
市
消
防
団

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

福
井
県
永
平
寺
町
消
防
団

日
本
消
防
協
会
か
ら
の
交
付
車
両
活
用
事
例

山
口
県
萩
市
消
防
団

援
の
店
）
で
夕
食
を
取
り
、

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
プ
ラ
ン

な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

【
店
舗
名
】
釧
路
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

１
階　

レ
ス
ト
ラ
ン 

ユ
ー

ヨ
ー
テ
ラ
ス
ク
シ
ロ

 

【
業　
態
】
飲
食
店

 

【
所
在
地
】
北
海
道
釧
路
市

大
川
町
２
丁
目
５
番

 

【
連
絡
先
】
０
１
５
４—

４

３—

２
１
１
１

 

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】
飲
食
の

会
計
よ
り
５
％
割
引

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
全
国
の
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
釧
路
市
の
「
世
界
三
大
夕

日
」
を
見
に
来
て
、
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん

か
。夏
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン（
ヒ

ア
ガ
ー
デ
ン
）
や
っ
て
い
ま

す
。

方
に
、
自
分
が
で
き
る
こ
と

で
疲
れ
を
癒
し
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
一
宮
市

消
防
団
応
援
事
業
所
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
消
防
団

員
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
愛
知
県
内
か
ら
も
常
連

さ
ん
が
来
店
さ
れ
る
人
気
店

で
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
１
、

０
０
０
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ
。
女
性
だ

け
で
は
な
く
男
性
の
利
用
も

多
数
あ
り
、
自
然
由
来
・
植

物
由
来
の
カ
ラ
ー
・
パ
ー
マ

剤
を
使
用
し
た
頭
皮
・
髪
質

改
善
ヘ
ッ
ド
ス
パ
が
お
勧
め

で
す
。
施
術
中
に
団
員
の
方

と
消
防
の
話
で
盛
り
上
が
り

様
々
な
情
報
交
換
を
、
一
般

の
お
客
様
と
は
応
急
手
当
の

方
法
や
防
災
関
係
の
話
を
、

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を

活
動
を
頑
張
っ
て
い
る
方
が

喜
ん
で
く
れ
て
、
ハ
ッ
ピ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と

全
国
消
防
団
応
援
の
店
に
登

録
。
利
用
し
て
く
れ
た
消
防

団
員
さ
ん
と
は
、
消
防
団
活

動
の
情
報
共
有
な
ど
も
し
な

が
ら
楽
し
く
仕
事
が
で
き
、

良
い
も
の
を
提
供
で
き
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し

く
、
や
り
が
い
に
も
繋
が
っ

て
い
る
と
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

 

【
事
業
所
名
】
株
式
会
社　

群
生

 

【
所
在
地
】
徳
島
県
徳
島
市

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
材
を
通
じ
て
、
全

国
消
防
団
応
援
の
店
に
も
ご

登
録
い
た
だ
き
「
全
国
の
消

防
団
員
と
つ
な
が
り
癒
し
た

い
」
と
の
お
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
宮
市
へ
お

越
し
の
際
に
は
、
是
非
癒
さ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 【
施
設
名
】H+beauty&h

ealth
 

【
業　
態
】
美
容
院

 

【
所
在
地
】
愛
知
県
一
宮
市

九
品
町
３—

９—

１　

ラ
イ

オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
１
０
３

 
【
連
絡
先
】
０
５
８
６—

７

２—
０
２
０
２

 【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】１
、０
０

０
円
Ｏ
Ｆ
Ｆ（
※
３
、０
０
０

円
以
上
の
施
術
が
対
象
）

 

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
一
宮
市
へ
お
越
し
の
際
に

は
、
是
非H+beauty&he

alth

に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
全
国
の
消
防
団
員
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

春
日
３
丁
目
５—

11—

１

 

【
連
絡
先
】
０
８
８—

６
３

２—

８
２
９
９

 

【
業　
態
】
土
木
、
エ
ク
ス

テ
リ
ア
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
石

材
業

 

【
サ
ー
ビ
ス
内
容
】
エ
ク
ス

テ
リ
ア
商
品
５
％
割
引（
他
、

各
種
相
談・提
案
に
も
対
応
）  

 【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
� 

全
国
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
も
参
考
に
、
私

も
力
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
建
設
関
係
の
ほ
か

先
代
か
ら
続
く
独
自
の
ル
ー

ト
を
駆
使
し
て
硬
さ
や
色
も

様
々
な
質
の
高
い
墓
石
を
手

配
し
、
お
手
頃
価
格
で
提
供

で
き
る
こ
と
も
強
み
で
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
納
入

実
績
が
あ
り
ま
す
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

【お問い合わせ先】
TEL 03-6263-9748
FAX 03-6263-9863

　

こ
の
車
両
を
活
用
し
災
害

現
場
へ
の
早
期
人
員
派
遣
や

資
器
材
搬
送
等
で
大
き
な
効

力
を
発
揮
し
、
災
害
対
応
能

力
と
地
域
防
災
力
の
拡
充
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

消
防
操
法
大
会
と
隔
年
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
ご
遺
族
を
は
じ
め

徳
島
県
知
事
（
代
理
）、
県

議
会
議
長
（
代
理
）、
県
消

防
長
会
会
長
の
ご
来
賓
の

他
、
消
防
職
団
員
78
名
の
ご

参
列
の
も
と
厳
粛
に
執
り
行

い
ま
し
た
。
毎
年
、
新
た
な

御
霊
が
合
祀
さ
れ
る
な
ど
消

防
活
動
中
に
尊
い
命
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。「
消
防
活
動
は
安
全

の
範
囲
が
消
防
活
動
の
限
界

で
あ
る
」
こ
の
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
県
下
消
防
職
団
員
に

啓
発
及
び
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

日
本
消
防
協
会
か
ら
車
両
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
に
身
近
で

あ
る
消
防
団
員
の
災
害
対
応

力
向
上
の
た
め
に
例
年

開
催
し
て
い
た
も
の
で

す
が
、
こ
こ
数
年
間
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
開
催
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
は
、
福
祉
共
済
制
度

福
祉
増
進
事
業
で
助
成

し
て
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

未
受
講
と
な
っ
て
い
た

新
入
団
員
を
対
象
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
受
講
し
た
20
名

の
団
員
は
熱
心
に
説
明

を
聞
き
、
実
技
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
地

域
の
救
命
率
向
上
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
、
又

災
害
対
応
力
向
上
の
た

め
、
今
後
も
継
続
し
て

救
命
講
習
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
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北村 俊野塩原 和生

吉江 真珠雄奥村 誠二川野 俊二

稲垣 雄介清水 聖一伊藤 一成

栃木県地域密着食堂もつ煮
が名物

●佐野市消防団もつ煮セット

肉の「大信精肉店」
●塩尻市消防団馬刺し・りんご和牛信州牛

ヘラクレスオオカブト
●南砺市消防団ヘラクレスオオカブト

泗水十貨店認定
『香るうちわ 緑茶の香り』

のみくらべ膳
（お菓子とあられ茶漬け付き）

郷土銘菓
「鯨船」、「弥生の生どら」

魚屋寿司、丼  鮮味

東海道の要所。歴史と工業、自然の融合した街「四日市」特集�

●えびの市消防団海鮮丼、会席料理

石油化学コンビナートをはじめ、半導体産業等、一大工業都市でありながら、東海道の要所として歴史の香りがする街 「四日市」。
海と山に囲まれた自然豊かな環境で育まれた名産をお楽しみください。

キッチンカー Nanaka.
●延岡市消防団からあげ うどん ラスポテト

長野県

宮崎県 宮崎県 富山県

●四日市市消防団

TEL
SNS

ひとこと

ひとこと
ひとこと

ひとこと

ひとこと

ひとこと

0283（62）1722
kitamura_shokudou

https//ameblo.jp/osaru50tama
osarutama@gmail.com

059（345）1710    　　059（347）1379
https://inatoh.co.jp
yu-inagaki@inatoh.co.jp
facebook ／ Instagram

059（329）2611
059（329）3008
https://marushige-cha.jp/cafe/
Instagram059（397）2337

0984（35）1633
Facebook・Instagram アカウントあり 0982（35）3315

〒327-0317
栃木県佐野市田沼町703　北むら食堂

〒939-1610
富山県南砺市福光826-1　吉江商会

〒510-0885
三重県四日市市日永4丁目4‐48　シャディイナトウ（株式会社 稲藤）

〒512‐1105
三重県四日市市水沢町998　マルシゲ清水製茶（かぶせ茶カフェ）

〒510-0105
三重県四日市市楠町南川97　和菓子所 弥生

〒889-4234
宮崎県えびの市永山956-3　魚屋寿司、丼  鮮味

〒882-0023
宮崎県延岡市牧町375　Nanaka. ななかどっと

昭和55年創業、色々なラーメン類や定食を揃え皆様のご来店お待ちして
います。団員歴23年これからも地元を守りながら皆様に親しまれるお店を
目指していきます。

養殖したヘラクレスオオカブトをYahoo! オークションで販売しています。
Yahoo! オークションで「ヘラクレスオオカブト」と検索ください。 1年を
通して、全国へ販売しています。

江戸時代からお伊勢参りの土産物として親しまれてきました。四日市の
伊勢茶をイメージした柄と香りを仕立てています。

四日市市名産の「かぶせ茶」をお洒落な古民家カフェで楽しむことがで
きます。お勧めの「のみくらべ膳」は 9 種類のお茶の中から3 種類の
お茶の飲み比べができるので、是非お越しください。

四日市市消防団のマスコットキャラクター「ユーリー」のサンドカステラ、
風味豊かな三重県産「あおさ（ヒトエグサ）」と栗を炊き込んだ鯨船も
なか、生クリームと小豆餡の相性バッチリの弥生の生どら。是非ご賞
味ください。

「道の駅えびの」の前にあり、鮮魚店が運営している飲食店です。市
場直送の新鮮な魚介類を使った海鮮丼や宴会対応など、多くの料理や
地元の焼酎もたくさん揃えており、テイクアウトも対応しております。近く
にお越しの際は、是非お立ち寄りください。 オリジナルのうどんや、熱々のから揚げ、肉かすいりの焼きそばなどの店

主こだわりの逸品たちを是非お楽しみください�

もつ煮セット
	 1000 円（税込）
悟空らーめん
	 900 円（税込）
もつ煮定食
	 850 円（税込）

TEL

SNS

ひとこと

0263（52）1529　　　 0263（52）4629
https://daishin-bs.com/
order@daishin-bs.com
Instagram ／ Facebook アカウントあり

〒399-0706
長野県塩尻市大字広丘原新田214　大信精肉店

昭和39年の創業以来、専門店として熟練の目で素材を厳選し、美味しい
お肉を皆様にご提供させていただいております。毎日の食卓や人との交流
の場、そして特別な日にも、豊富な品揃えで皆様をお待ちしております。

FAX
H.P.
mail

（南砺市産）

mail

mail

H.P.

H.P.

ヘラクレスオオカブト　 ３ 千円～10万円程度
全国に着払いで発送しています。

TEL

からあげ	 550 円
うどん	 400 円	
ラスポテト	 350 円海鮮丼（上）	 1,650 円（税込）

ヨクバリ丼	 1,650 円（税込）

TEL
SNS

三重県

和菓子所 弥生 かぶせ茶カフェ 三重県指定
伝統工芸品「日永うちわ」

TELTEL

TEL

FAX

FAX

SNSSNS

ホームページにオンラインショップあり
（※店頭販売のみ）T ポイント２ 倍

香るうちわ 緑茶の香り	 3,300円（税込）
伊勢型紙 東海道五十三次 四日市	 30,800円（税込）
笛うちわ	 4,730円（税込）

お茶膳（お菓子とあられ茶漬け付き）	 700 円（税込）
のみくらべ膳（お菓子とあられ茶漬け付き）	 1,200 円（税込）
お子茶ま膳 （お茶とお菓子）	 400 円（税込）

火消のユーリー	 700 円（税込）
郷土銘菓 鯨船	 130 円（税込）
弥生の生どら	 150 円（税込）

発送可能。送料は地域によって異なります。
生どらは送料 +クール便代となります。

オンラインストア有り

H.P.

ひとこと

★日本消防協会並びに都道府県消防協会は、この交流広場で生じた不都合について一切責任を負いかねますので、ご了承ください。

馬刺し各種 りんご和牛信州牛

全国配送
致します�

精肉各種
　馬刺し
　ステーキ肉
　焼肉　など
詳しくはSNS !
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